
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
の

提
案
で
空
調
設
備
を
省
電
力
化ジャパンエコシステムズ

問い合わせ

東京都中央区日本橋２の２の３　リッシュビル
☎０３（６２２５）２３５７　ファクス０３（６２２５）２４５７
http://j‐ecos.jp/
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北海道のお米　その１



福
井
・
あ
わ
ら
温
泉

グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
　


周
年
記
念
誌
を
発
行

　大阪観光大学　「大学の新しい役割」　シリーズ第６回

宮澤　太聡　
大阪観光大学
国際交流学部
講師　　　　

「
英
語
」を
修
得
す
る

た
め
に
日
本
語
を
強
化

〒‐大阪府泉南郡熊取町大久保南‐‐
ＴＥＬ‐‐　http://www.tourism.ac.ｊp

大阪観光大学　観光学部・国際交流学部
（併設校：明浄学院高等学校）

国際交流学部（ＣＳＪ）コラム連載中！
http://www.tourism.ac.jp/csj/blog

昨年上回る２万人来場

ダイエット＆ビューティー　　
　　　　　　　　　フェア
スパ＆ウエルネスジャパン

原
料
の
味
わ
い

最
大
限
生
か
す

■
ウ
イ
ス
キ
ー

㊨
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㊤
省
電
力
化
を
図
る
た
め
導
入
し
た
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」

　
神
奈
川
県
厚
木
市
に
あ
る
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

ホ
テ
ル
厚
木
」
は
、
小
田
急
線

の
本
厚
木
駅
か
ら
徒
歩
で
約
５

分
と
い
う
立
地
。
客
室
数
は
、

合
計
１
６
４
で
、
デ
ラ
ッ
ク
ス

シ
ン
グ
ル
か
ら
ス
イ
ー
ト
ル
ー

ム
ま
で

の
客
室
タ
イ
プ
を
揃

え
る
。

　
千
人
を
収
容
す
る
大
宴
会
場

を
は
じ
め
大
小

の
宴
会
場
の

ほ
か
和
食
、
中
華
な
ど
の
レ
ス

ト
ラ
ン
と
バ
ー
、
チ
ャ
ペ
ル
を

備
え
る
。「
神
奈
川
県
央
で
、
こ

れ
だ
け
の
設
備
を
持
つ
ホ
テ
ル

は
ま
れ
」
と
永

石
あ
つ
し
総
支

配
人
は
語
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致

に
力
を
入
れ
る

一
方
で
、
最
近

で
は
、
成
人
式

需
要
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で

い
る
。
館
内
に
あ
る「
振
袖
わ

ら
ん
」で
は
、振
袖
の
レ
ン
タ
ル

か
ら
、ヘ
ア
メ
イ
ク
、着
付
け
、

写
真
撮
影
ま
で
を
す
べ
て
サ
ポ

ー
ト
。「
大
変
好
評
」と
い
う
。

　
環
境
負
荷
低
減
活
動
に
も
熱

心
に
取
り
組
む
同
館
で
は
今

年
、
そ
の
一
環
と
し
て
ジ
ャ
パ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
が
提
案
す

る
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
（
エ
コ

プ
ラ
ス
）
」
を
導
入
し
、
空
調

設
備
の
省
電
力
を
図
っ
た
。

　
空
調
機
器
の
使
用
電
力
量
は

通
常
、
経
年
劣
化
に
よ
り
毎
年

４
～
５
％
の
割
合
で
増
加
す
る

と
さ
れ
る
。
特
に
、

年
を
超

え
る
と
急
激
な
性
能
低
下
を
招

く
と
い
う
。

　
空
調
機
器
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
で
冷
媒
ガ
ス
を
圧
縮
し
冷

却
力
や
冷
房
力
を
生
み
出
す

が
、
「
空
調
を
長
年
使
う
と
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
の
金
属
表

面
に
微
妙
な
キ
ズ
や
摩
耗
が
生

じ
る
」
と
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
シ
ス

テ
ム
ズ
。

　
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
劣
化
す

る
と
、
効
率
的
な
運
転
が
で
き

ず
に
消
費
電
力
が
増
大
。
「
室

内
機
と
室
外
機
の
冷
却
フ
ァ
ン

な
ど
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

も
設
定
温
度
に
達
し
な
い
」
と

話
す
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
は
、
こ
の

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
性
能
を
回

復
さ
せ
る
エ
ア
コ
ン
修
復
剤
。

専
用
の
注
入
器
を
用
い
て
エ
ア

コ
ン
に
注
入
す
る
こ
と
で
金
属

面
の
キ
ズ
や
摩
耗
を
修
復
。
冷

却
・
暖
房
性
能
を
改
善
し
、
エ

ア
コ
ン
の
省
電
力
化
を
図
る
。

電
気
使
用
料
金
と
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ

）
排
出
量
を
削
減
す

る
ほ
か
、
空
調
機
器
の
寿
命
の

延
長
に
加
え
、
室
外
機
の
振
動

や
ノ
イ
ズ
を
低
下
さ
せ
る
効
果

も
あ
る
。

　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

で
は
５
月
、
試
験
的
に
１
台
の

空
調
機
に
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
を

注
入
。

・
７
％
の
電
力
削
減

効
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
確
認

し
７
月
上
旬
、

台
あ
る
全
て

の
空
調
機
へ
の
採
用
を
決
め

た
。

　
「
今
ま
で
猛
暑
日
な
ど
は
、

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
い
く

ら
低
く
し
て
も
、
な
か
な
か
室

温
が
下
が
ら
な
か
っ
た
」
と
永

石
総
支
配
人
は
語
る
。
ホ
テ
ル

が
で
き
て
か
ら

年
以
上
が
経

過
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
劣

化
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
と
い

う
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
を
注
入
し

て
か
ら
は
、
「
設
定
温
度
通
り

に
冷
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経

費
の
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
お
客

さ
ま
に
『
快
適
さ
』
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
評
価

す
る
。
ま
た
、

台
全
て
の
薬

剤
注
入
は
わ
ず
か
一
日
で
終

了
。
「
ホ
テ
ル
営
業
に
支
障
が

な
か
っ
た
う
え
に
、
導
入
費
用

が
安
価
」
と
も
。

　
同
館
で
は
こ
の
結
果
を
受
け

て
、
大
分
と
鹿
児
島
に
あ
る
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ

テ
ル
や
、
横
浜

と
東
京
に
あ
る

ベ
ス
ト
ウ
ェ
ス

タ
ン
と
い
っ
た

グ
ル
ー
プ
ホ
テ

ル
へ
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
採
用
を
検
討
す
る
構

え
だ
。

　
仕
事
で
札
幌
に
行
く
機
会

の
多
い
筆
者
、
よ
く
少
々
足

を
延
ば
し
て
、
道
内
各
地
の

温
泉
旅
館
に
も
投
宿
す
る
。

泉
質
の
良
い
宿
、
施
設
が
充

実
し
た
宿
、
料
理
が
素
晴
ら

し
い
宿
と
い
ろ
い
ろ
だ
が
、

三
拍
子
そ
ろ
っ
た
宿
が
あ

る
。

　
今
年
開
業

周
年
を
迎
え

た
野
口
観
光
が
経
営
す
る

「
望
楼
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
登

別
」
は
、
日
本
有
数
の
温
泉

地
な
ら
で
は
の
泉
質
を
堪
能

で
き
、
モ
ダ
ン
で
ス
タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
の
施

設
、
和
に
洋
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
加
え
た
新
感
覚
の
会
席
料

理
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
。

　
到
着
し
た
途
端
に
鼻
腔
を

く
す
ぐ
る
硫
黄
泉
の
匂
い
に

出
迎
え
ら
れ
幕
を
開
け
る
非

日
常
の
世
界
は
、
ぜ
い
た
く

そ
の
も
の
。
全
室
源
泉
か
け

流
し
展
望
風
呂
を
備
え
た
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
だ
か
ら
、
ゆ

っ
た
り
と
温
泉
ざ
ん
ま
い
。

そ
の
後
は
、
個
室
の
食
事
処

で
の
夕
食
が
待
っ
て
い
る
。

　
春
は
北
斗
産
の
こ
ご
み
や

蕗ふ
き

の
薹と

う

な
ど
の
山
菜
、
夏
は

噴
火
湾
産
の
帆
立
や
穴
子
、

秋
は
根
室
産
の
秋
刀
魚
や
オ

ホ
ー
ツ
ク
産
タ
ラ
バ
蟹
、
冬

は
小
樽
産
数
の
子
や
石
狩
産

生
ニ
シ
ン
な
ど
、
道
産
の
旬

の
新
鮮
な
食
材
の
数
々
を
食

す
、
口
福
の
ひ
と
時
。
や
っ

ぱ
り
、
北
海
道
は
食
材
に
恵

ま
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
そ
の
環
境
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
企
業
努
力
さ

れ
て
い
る
の
が
、
野
口
秀
夫

社
長
の
ス
ゴ
イ
と
こ
ろ
。
野

口
観
光
で
は
東
京
ド
ー
ム


個
分
も
の
「
の
ぐ
ち
北
湯
沢

フ
ァ
ー
ム
」
を
運
営
し
て
お

り
、
長
芋
・
馬
鈴
薯
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を
栽
培

し
、
グ
ル
ー
プ
の
施
設
で
使

用
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
ん
な
こ
だ
わ
り
を
持
つ

企
業
の
旗
艦
店
と
も
言
え
る

宿
で
、
食
事
の
締
め
に
提
供

さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
こ
だ

わ
り
の
ご
飯
。
予
約
時
間
に

合
わ
せ
て
個
室
ご
と
に
土
鍋

で
炊
い
て
い
る
が
、
銀
シ
ャ

リ
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し
か

っ
た
っ
け
？
　
と
思
う
ほ

ど
。
し
か
も
そ
れ
は
、
空
知

産
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
だ
。

　
白
く
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
た
ご
飯

粒
一
つ
一
つ
が
、
お
茶
碗
の

中
で
己
を
主
張
し
て
い
る
。

口
に
運
ぶ
と
、
程
よ
く
も
っ

ち
り
と
し
た
食
感
、
か
み
し

め
る
度
に
増
す
甘
味
、
ど
こ

を
取
っ
て
も
一
級
品
だ
。
道

産
米
は
パ
サ
つ
い
て
う
ま
味

が
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

に
、
食
味
の
良
さ
に
思
わ
ず

う
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
寒
冷
地
ゆ
え
米
作
り
に
苦

労
し
て
い
た
北
海
道
だ
が
、

近
年
で
は
米
の
作
付
面
積
・

収
穫
量
と
も
米
ど
こ
ろ
新
潟

県
と
ト
ッ
プ
の
座
を
争
う
ま

で
に
成
長
、
同
時
に
そ
の
味

も
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い

る
。

　
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
実

施
し
て
い
る
「
米
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
も
、
「
ゆ
め

ぴ
り
か
」
「
な
な
つ
ぼ
し
」

の
２
品
種
が
、
平
成

年
度

産
以
降
４
年
連
続
で
最
高
位

の
「
特
Ａ
」
を
獲
得
、
あ
の

「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と

肩
を
並
べ
て
い
る
の
だ
。

　
耐
冷
性
の
あ
る
米
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

逆
境
が
、
か
え
っ
て
品
種
改

良
の
研
究
開
発
を
促
進
し
、

い
つ
し
か
米
作
り
の
先
進
地

と
言
わ
れ
る
実
力
を
つ
け
た

北
海
道
。
道ど

産さ
ん

子こ

の
底
力
が

う
か
が
い
知
れ
る
。

　
次
号
で
は
、
道
産
米
の
お

い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
や
新
た
な

商
流
を
ご
紹
介
す
る
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

◎
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代
表
処
が
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代
表
処
は
、
中
国
と
日
本
の
観
光
交
流
推
進
、
中
国
文

化
の
発
信
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
熱
意
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
る
。

　
業
務
内
容
は
、
中
国
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
Ｐ
Ｒ
業
務
、
一
般
事
務
全
体
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.cnta.jp/kankokyoku/tokyo.html
）
に
掲
載
。

　
希
望
者
は
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
経
歴
書
を
次
の
住
所
に
送
付
す
る
。

月


日
必
着
。
書
類
選
考
後
、
合
格
者
の
み
連
絡
（
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
不
可
）
。

　
〒
１
０
５
‐
０
０
０
１
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
の
５
の
２
　
エ
ア
チ
ャ
イ
ナ
ビ

ル
８
階
　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
代
表
処
　
採
用
係

（１２）第２７６７号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）９月２０日（土曜日）

　
福
井
県
・
あ
わ
ら
温
泉
グ

ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
（
山
口
透

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
創
業


周
年
記
念
誌
＝
写
真
＝
を

発
行
し
、
元
従
業
員
や
取
引

先
な
ど
の
関
係
者
に
配
布
し

た
。

　
同
館
は
１
９
６
３
年
、
現

会
長
の
山
口
輝
望
氏
が
「
芳

泉
荘
」
と
し
て
創
業
し
、
昨

年

月
、
創
業

周
年
を
迎

え
た
。

　
記
念
誌
の
内
容
は
、
同
館

の
歴
史
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

写
真
で
振
り
返
り
、
「
お
も

て
な
し
の
心
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
大
女
将
の
山
口
君
子
さ

ん
と
女
将
の
山
口
由
紀
さ
ん

の
対
談
、
同
館
の
「
現
在
の
姿
、
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
」

と
題
し
た
会
長
と
社
長
、
専

務
の
山
口
賢
司
氏
、
社
長
の

長
男
、
山
口
高
澄
氏
に
よ
る

座
談
会
、
館
内
外
を
写
し
た

美
し
い
風
景
写
真
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｂ
Ｍ
メ
デ
ィ
ア
（
東
京

都
千
代
田
区
）
は

日
、
東

京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
８
～

日
に
開
催
し

た
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
＆
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」

「
ス
パ
＆
ウ
エ
ル
ネ
ス
ジ
ャ

パ
ン
２
０
１
４
」
の
来
場
者

が
、
昨
年
を
上
回
る
２
万
５

５
８
６
人
に
達
し
た
と
発
表

し
た
。

　
開
催
規
模
も
昨
年
を
上
回

る
３
４
６
社
６
１
０
小
間
に

な
っ
た
。

　
今
年
は
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス
カ
テ

ゴ
リ
ー
ゾ
ー
ン
に
定
め
、
同

ゾ
ー
ン
で
化
粧
品
や
サ
プ
リ

メ
ン
ト
、
美
容
機
器
な
ど
魅

力
あ
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

商
品
を
多
数
紹
介
し
た
。
最

新
の
商
品
の
情
報
を
求
め

て
、
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
や
美

容
施
設
関
係
者
ら
が
詰
め
か

け
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
は

全
１
０
０
講
座
あ
り
、
４
３

０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が

受
講
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
や
各

種
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
美
容
と

健
康
の
横
断
的
な
最
新
情
報

が
多
数
発
信
さ
れ
、
関
係
者

ら
の
注
目
を
集
め
た
。

　
来
年
の
開
催
は
９
月
７
～

９
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
予
定
し
て
い
る
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
は

月

４
日
、
バ
ー
ボ
ン
ウ
イ
ス
キ

ー
「
ワ
イ
ル
ド
タ
ー
キ
ー
」

＝
写
真
＝
６
品
目
を
全
国
で

発
売
す
る
。

　
ワ
イ
ル
ド
タ
ー
キ
ー
は
、

１
８
６
９
年
創
業
の
リ
ピ
ー

蒸
溜
所
（
現
ワ
イ
ル
ド
タ
ー

キ
ー
蒸
溜
所
、
米
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
ロ
ー
レ
ン
ス
バ
ー

グ
）
を
起
源
と
す
る
、
歴
史

と
伝
統
あ
る
バ
ー
ボ
ン
ウ
イ

ス
キ
ー
。

　
深
み
の
あ
る
味
わ
い
を
実

現
す
る
た
め
、
低
い
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
で
蒸
溜
・
樽
詰
め

し
、
ボ
ト
リ
ン
グ
時
の
加
水

量
を
最
小
限
に
抑
え
る
な

ど
、
原
料
の
味
わ
い
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
だ
わ
り
の
製

法
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
サ
ン

ト
リ
ー
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
（
１
３
９
）
３
１

０
。

日
本
語
強
化
に
も
力
を
入

れ
る

　
大
阪
観
光
大
学
の
国
際

交
流
学
部
で
、
私
は
「
英

語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環

で
あ
る
「
日
本
語
強
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、な
ぜ「
英
語
」

を
修
得
す
る
の
に
日
本
語

が
必
要
な
の
か
と
疑
問
を

お
持
ち
に
な
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
本
学
部
の
池
田
和
弘
准

教
授
が
開
発
し
た
日
本
語

を
最
大
限
に
生
か
す
英
語

学
修
方
法
で
あ
る
「
Ｃ
Ｓ

Ｊ
メ
ソ
ッ
ド
」
に
は
、

「
日
本
語
で
理
解
で
き
な

い
こ
と
は
、
英
語
で
も
理

解
で
き
な
い
」
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
英
語
運
用
力
を

高
め
る
た
め
に
は
、
前
提

と
し
て
そ
れ
以
上
の
日
本

語
運
用
力
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
「
日
本
語
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

自
分
の
「
こ
と
ば
」
に
対

し
て
意
識
的
に
な
り
、
必

要
に
応
じ
て
新
た
な
語
彙

や
言
い
回
し

な
ど
を
学
修

す
る
姿
勢
を

身
に
付
け
ま

す
。
こ
こ
で

重
要
な
の

は
、
日
本
語
の
運
用
力
が

高
ま
る
に
つ
れ
て
、
英
語

で
理
解
・
表
現
で
き
る
こ

と
も
増
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
英
語
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
の
連
携
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
英
語
の
授
業

で
扱
う
長
文
問
題
の
日
本

語
訳
を
読
解
し
、「
意
味
」

を
理
解
し
て
お
き
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
英
語

の
授
業
で
は
英
文
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学

修
の
深
さ
、
速
度
、
効
率

が
高
ま
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
日
本

語
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

通
じ
て
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の

「
理
解
」
す
な
わ
ち
、
わ

か
る
こ
と
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
、
「
Ｃ
Ｓ
Ｊ
メ

ソ
ッ
ド
」
に
よ
る
英
語
の

学
修
効
果
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

▲
会場に詰めかけた業界関係者ら

http://j-ecos.jp/

